
「県立高校に関する調査」実施要項 

 

１ 調査の目的 
 
  「（仮称）第３期県立高校将来構想」の策定に当たり，県立高校に対する県民の評

価やニーズ等を把握し，今後の県立高校の在り方を検討するための参考とする。 

 

２ 調査の対象 
   
(1)  公立中学校２年生（1,500人程度） 

市町村のバランスを考慮して，県内公立中学校（分校を除く）から 58 校を

抽出し，各校２年生の１クラスを対象とする。 

(2)  県立高校２年生（1,500人程度） 

全県立高校を対象とし，各校学科を指定して男女各 10人を抽出する。 

(3)  中学生保護者 

公立中学校 2年生の保護者に依頼する。 

(4)  高校生保護者 

県立高校 2年生の保護者に依頼する。 

(5)  公立中学校進路指導担当教員（200校 200人 全員対象）※分校を除く。 

(6) 県立高校教員（78校 234人） 

各校の進路指導部長，教務部長，クラス担任など３人を対象とする。 

 

３ 調査項目 
 

別紙のとおり。 

 

４ 調査方法  
 

(1) 生徒・教員分 

①  対象学校宛て調査依頼（中学校は市町村教育委員会経由）。 

②  中学校生徒，高校生徒及び中学校進路指導担当教員分については，学校毎

に集計し，電子メールにて教育企画室宛て報告。高校教員分については，電

子申請システムにより調査の回答を送信。 

(2)  保護者分 

   ① 公立中学校，県立高等学校経由にて保護者宛て調査依頼。 

② 保護者は,電子申請システムにより調査の回答を送信。 

 

５ 調査スケジュール 
 
  ８月２５日（金）           ：調査依頼の発送 

９月 １日（金）～９月２０日（水）  ：オンライン調査期間 

９月２０日（水）           ：調査回答締め切り 

 

６ その他 
 
 県内に立地する企業や大学，県立高校卒業生等を対象として，県立高校に対する評

価やニーズを把握するための調査を別途実施する。 

 

資料１ 



●調査項目

1 性別 1 →同じ

2 居住エリア 2 →同じ

3 どの学校段階まで進学したいか 4 →同じ

4 上記理由 5 →同じ

5 高校選択で重視すること 6 重視したこと

6 許容できる通学時間 3 現在の通学時間

7 学びたいと考えている課程 7 選び直せるなら学びたい課程

8 学びたいと考えている学科 8 選び直せるなら学びたい学科

9 高校での学習についての希望 9 →同じ

1 性別 1 →同じ

2 居住エリア 2 →同じ

3 子どもの学年（２人以上いる場合は上の子） 3 →同じ

－ 4 子どもの所属する課程（学科）

－ 5 子どもの通学する高校の規模

4 高校選択で重視すること 7 重視したこと

5 子どもの許容できる通学時間 6 子どもの現在の通学時間

6 学ばせたいと考えている課程 －

7 学ばせたいと考えている学科 8 どのような学科の充実が必要か

8 適正な学校規模について（１学年の学級数） 9 →同じ

9 単位制高校の学習について 10 →同じ

10 定時制高校の役割について 11 →同じ

11 通信制高校の在り方について 12 →同じ

12 高校と地域の連携について 13 →同じ

13 これからの県立高校について（※自由記述） 14 →同じ

1 生徒が進学する際にどのようなことを重視し指導するか 1 重視するべきか

2 どのような学科の充実が必要と思うか 2 →同じ（※自由記述）

3 高校での学習について重視すべきと思うこと 3 →同じ

4 適正な学校規模について（１学年の学級級） 4 →同じ

5 中高一貫校の役割について 5 →同じ

6 単位制高校の学習について 6 →同じ

7 定時制高校の役割について 7 →同じ

8 通信制高校の在り方について 8 →同じ

－ 9 通級指導について

9 高校と地域の連携について 10 →同じ

10 これからの県立高校について（※自由記述） 11 →同じ（※自由記述）

中学校進路指導担当教員 高校教員

中学２年生 高校２年生

中学生の保護者 高校生保護者

別紙 
































